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実験 1 -1 :阻暢経路の立体的パターン分類の作成
本学部附属病院第一補綴科では，補綴治療の術前，術後の評価，顎口腔機能異常者の機能診査のために，シロナ




実験 1 -2 :阻鴫経路の立体的パターン分類の適用
岨鴨筋，顎関節に異常を認めない本学部の学生および職員150名，本学部附属病院第一補綴科を受診し，顎口腔
機能異常と診断された患者100名を被験者として選択した。被験食品にチューイング・ガムを用いて，被験者に左













実験 1 -2 の被験運動から選択した1000ストロークに対して，アルゴリズムを用いたノf ターン分類を行い，実験
1 -2 におけるパターン分類の結果と比較した。
【結果】
実験 1 -1 :機能的校合系の臨床診断に用いられている，阻唱経路の 3 平面投影でのパターン分類をもとにして， 3 
平面を統合した立体的なノfターン分類を作成し，開口路は11パターン，閉口路は 9 パターンに分類できた。




実験ill: アルゴリズムを用いたパターン分類の結果と実験 I ー 2 における視覚的なパターン分類の結果との一致率は，
開口路で96.4%，閉口路で95.8% となった。このことから，作成したアルゴリズムは，機能的校合系診断における
専門医と同等のレベルでの但暢パターンの評価を可能とするものであり，臨床応用にあたり十分な信頼性を有する
ことが示された。
【結論】
本研究では，機能的校合系の診断を行う上で有用な岨場経路の立体的パターン分類を確立し，パターン分類の客観
的な実行を可能とするパターン認識のアルゴリズムを構築することができた。さらに，そのアルゴリズムは臨床応用
にあたり十分な信頼性を有することが示された。以上から，本アルゴリズムによって，日~U震運動分析による機能的佼
合系診断の自動化が実現され，診断の正確性および客観性が向上することが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は，機能的校合系の診断を行うための阻輔運動分析において，阻噴経路の 3 次元パターンを客観的に評価す
る方法を確立することを目的としたものである。
その結果，機能的校合系の診断を行う上で有用な唱鴫経路の立体的パターン分類が確立され，バターン分類の客観
的な実行を可能とするパターン認識のアルゴリズムが構築された。さらに，そのアルゴリズムは臨床応用にあたり十
分な信頼性を有することが示された。
以上から，本アルゴリズムによって，日旦H爵運動分析による機能的校合系診断の自動化が実現され，診断の正確性お
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よび客観性が向上することが示唆され，本研究は，博士(歯学)の学位請求に値するものと認める。
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